




尾曽谷 (おそだに ) ダムの作り方

●ハサミ　●のり　●ものさし　●先のとがったもの（書けないボールペンなど）
用意するもの

※注意　（ 必ずお読みください）
　・お子様が作る場合は、必ず大人が一緒に作成し適切な注意、指導をおこなってください。
　・ハサミやカッターナイフ、先のとがったもの、紙などを扱うときはケガをしないよう十分取扱いに
      注意してください。
　・本品を使用してのケガや事故等の責任は、一切を負いかねます。

細かいところに のりをつける
「ヘラ」をあまった紙で作ります。

書けないボール
ペンなど。

折り線は、先のとがったものであらかじめ 
折り目を付けておくと、きれいに折り曲げる
ことができます。

部品番号の順に組み立てていきます。
折り曲げ線にあわせてしっかり折り、形をつくってから
のりづけしていきます。

ダムの本体を組み立てます。

川岸のところを 組み立てます。

山折り線

谷折り線

のりしろが多いので、少しずつ 
のりづけしていきましょう。

日高川赤い矢印のとおりに
のりづけします。

つく    　　　      かた

よう     い

さき                                     　　         か

こま

かみ　 つく

お　    せん             さき

お　      め          つ  　　　　　　　　　　　　　              　お      　ま

か

ぶ  ひん ばん ごう    　じゅん        く              た

お　　     ま　　  せん　　　　　　　　　　　　　　　　　　   お　　　　かたち

　　                 ほん たい          く　         た

かわ ぎし                                               く              た         

やま    お              せん

たに    お              せん 

おお　　                    すこ

ひ だかがわ
あか            や じるし



建物などを組み立てます。

ダム本体に川岸、山の断面、背景をのりづけしていきます。

カードホルダーを組み立てます。

裏側に折って
のりづけします。

カードホルダーは好きな
ところに のりづけします。

小さな のりしろ に のりづけ
するときは、あまった紙で作っ
たヘラを使うとべんりです。

裏面同士を
のりづけします。
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